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３．追浜駅周辺に必要な機能と施策



１．追浜駅周辺のポテンシャルと課題・関連事業を踏まえた課題解決の方向性
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課題解決の方向性

モーダルコネクト
（交通モード間接続）環境の整備

駅周辺の混雑緩和
・交通円滑化

駅周辺の回遊性の向上・
ユニバーサルデザインへの配慮

交通事業者、商店街、企業との連携
による賑わい・魅力向上

防災の備え

歩行者ネットワークの強化 交通結節点の強化
官民連携による
整備・管理運営

デジタル技術の活用

地域の活性化 災害対応の強化 生産性の向上

■バスタプロジェクトのねらい

■追浜駅周辺のポテンシャルと課題・関連事業との連携

※課題解決にあたっては、先端技術の導入、
官民連携での計画具体化にも留意



２．必要な機能と施策
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 追浜駅周辺における課題を踏まえ、必要となる機能の導入を図るため、限られた空間を有効活用しつつ、
ハード・ソフトの両面から対策をとることが必要。

必要となる機能 必要な施策案（ハード・ソフト）

• 駅前広場の拡張、再編（乗降場の集約）
• 一般車の送迎・駐車場の整備
• 駐輪場の再編
• 新たなモビリティサービスの導入
• MaaS等を活用した乗り継ぎ円滑化
• ICT技術を活用した効率的なバス等の運用

• 追浜駅前交差点改良
• 追浜夏島線上のバス乗降場の移設

• 歩行者デッキ再整備
• 歩行者動線の再編

• 多目的広場の整備
• 情報提供設備の設置

• 駅周辺への公共施設整備
• 商店街・スポーツ施設との連携

課題解決の方向性

バス乗降機能

タクシー乗降機能

新たなモビリティサービス

駐輪機能

一般車送迎・駐車機能
モーダルコネクト

（交通モード間接続）
環境の整備

安全・円滑な通行機能
駅周辺の混雑緩和

・交通円滑化

回遊機能

駅周辺の回遊性の向上・
ユニバーサルデザイン

への配慮

交流機能 （公共施設）

市街地拠点機能（商業機能）

交通事業者、商店街、企業との
連携による賑わい・魅力向上

防災機能防災の備え


